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基本計画：分野別の施策

第2期高浜町子ども・子育て支援事業計画

高浜町教育に関する大綱

高浜町教育重点方策

第3期高浜町地域福祉計画

たかはまハートフルプラン　第9次高浜町高齢者福祉計画第8期介護保険事業計画

高浜町障害者基本計画及び高浜町第6期障害福祉計画・第2期障害児福祉計画

高浜町社会福祉施設基本構想

高浜町人権教育・啓発に関する基本計画（第2次）

高浜町緑の基本計画（公園基本計画）

R2-R6

R3-R7

毎年度

R3-R7

R3-R5

R3-R5

H28-R7

R2-R13

保健福祉課

教育委員会事務局

教育委員会事務局

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

住民生活課

総合政策課

名  称 計画期間 担当課

●従来の人権問題に加えて、インターネット等による差別
的な書き込みやヘイトスピーチ※1、性的マイノリティ※2

への偏見など新たな人権問題が顕在化しています。
●地域共生社会づくりに向けて、社会福祉協議会を中核と
する地域福祉の拠点整備を進めています。
●地域ふれあいサロン、老人クラブなど、住民主体の介護
予防の取り組みや認知症対策が広がっています。
●介護、生活支援、医療等のニーズが多様化し、増大する
中、とりわけ福祉人材の確保が難しい状況です。

●行政や関係機関等の新たな人権問題への対応力の強
化を図るとともに、住民一人ひとりの人権意識の高揚が
求められます。
●一人ひとりの福祉課題に包括的に対応する支援体制の
整備と、その土台となる地域の福祉力をさらに高めるこ
とが求められます。
●認知症高齢者や一人暮らし高齢者が増加し、成年後見制
度の利用の必要性も高まっていくことが見込まれるた
め、制度の利用促進に取り組む必要があります。
●「みんなで支え合う基盤づくり（地域包括ケアシステム）」
を深化させるとともに、地域での支え合いを強化してい
くことが求められます。
●誰もが必要な福祉サービスを選択・利用できる体制を確
保していく必要があります。

分野に関連する
ＳＤＧｓの目標

地域共生社会 3. 施 策

4. 施策の指標

2. 関連計画等

誰もがその人らしく、いくつになっても
住み慣れた地域でともに支え合い、暮らしている

人権講演会等の参加者数（人/年）
地域福祉活動ボランティア団体数（団体/累積）
地域ふれあいサロン開催箇所数（箇所/年）
要介護認定者の割合（％）
就労移行支援事業所等を通した累計一般就労者数（人/累積）
障害者福祉（日中活動系）サービスの利用者数（人/年）

955
12
47
18.1
3
83

    

1,250
16
58
18.3
6
89

    

1,500
20
60
19.6
11
94

    

指  標 現状値（R1） 中間目標値（Ｒ7） 期末目標値（Ｒ12）

概 況 課 題

めざす姿

2
●人権リーダーの育成や人権まちづくりネットワークを形成し、普及啓発の体制強化を図ります。
●学校教育や講演会、研修会の開催など年齢に応じた啓発活動を通じて人権意識の高揚を図ります。
●人権教育・啓発の拠点である三松センターの改修を行います。

⑤ 人権教育・啓発の推進

●社会福祉複合施設を整備し、多世代交流の場づくりや多様な主体の連携、協働を促進します。
●社会福祉協議会をはじめ関係機関の連携のもとで、包括的な支援体制を強化します。
●成年後見制度利用促進基本計画を策定し、成年後見制度の普及・利用支援を図ります。

⑥ 地域福祉の充実

●「みんなで支え合う基盤づくり（地域包括ケアシステム）」として、自立支援、介護予防と重度化防止、認知症対
策、権利擁護、また、在宅医療・介護の連携等を進めます。
●地域差のないサービス提供と安定した介護保険制度の運用を図るとともに、介護家族への支援に取り組みます。

⑧ 介護等を必要とする人への支援の強化

●障がいのある人とその家族等が安心して生活できるよう、自立支援協議会を通じてサービス事業所等の関係機
関との協働を強化し、就労に伴う支援をはじめ多様なニーズに対応できる体制を整備します。

⑨ 障がいのある人への支援の充実

●生きがいや健康増進につながる、シルバー人材センター等での就業やボランティア活動等の地域活動への参
加など、社会参加に向けた取り組みを促進します。
●社会福祉協議会や老人クラブ連合会等の関係機関と連携し、一人暮らしの人への生活・食支援のサポートや地
域での見守りの強化等に取り組みます。

⑦ 高齢期を自分らしく暮らす取り組みの促進

1. 概況と課題

※1）ヘイトスピーチ：特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動のこと。
※2）性的マイノリティ：性的指向あるいは性自認に関する少数派のこと。

住民生活課（教育委員会事務局）主管課（所管課）

保健福祉課（住民生活課）主管課（所管課）

保健福祉課（住民生活課）主管課（所管課）

主軸となる事業 ●隣保館運営事業　●地域福祉活動助成事業　●社会福祉施設整備事業

主軸となる事業 ●敬老会事業　●老人クラブ連合会活動事業

保健福祉課主管課（所管課）

主軸となる事業 ●介護用品支給事業　●介護サービス確保対策事業

主軸となる事業 ●障害者雇用支援事業

保健福祉課主管課（所管課）

2

会
社
生
共
域
地

主軸となる事業 ●人権啓発推進事業　●地域人権啓発活動活性化事業 ●人権教育指導研修事業

34 35



基本計画：分野別の施策

第2期高浜町子ども・子育て支援事業計画

高浜町教育に関する大綱

高浜町教育重点方策

第3期高浜町地域福祉計画

たかはまハートフルプラン　第9次高浜町高齢者福祉計画第8期介護保険事業計画

高浜町障害者基本計画及び高浜町第6期障害福祉計画・第2期障害児福祉計画

高浜町社会福祉施設基本構想

高浜町人権教育・啓発に関する基本計画（第2次）

高浜町緑の基本計画（公園基本計画）

R2-R6

R3-R7

毎年度

R3-R7

R3-R5

R3-R5

H28-R7

R2-R13

保健福祉課

教育委員会事務局

教育委員会事務局

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

保健福祉課

住民生活課

総合政策課

名  称 計画期間 担当課

●従来の人権問題に加えて、インターネット等による差別
的な書き込みやヘイトスピーチ※1、性的マイノリティ※2

への偏見など新たな人権問題が顕在化しています。
●地域共生社会づくりに向けて、社会福祉協議会を中核と
する地域福祉の拠点整備を進めています。
●地域ふれあいサロン、老人クラブなど、住民主体の介護
予防の取り組みや認知症対策が広がっています。

●介護、生活支援、医療等のニーズが多様化し、増大する
中、とりわけ福祉人材の確保が難しい状況です。

●行政や関係機関等の新たな人権問題への対応力の強
化を図るとともに、住民一人ひとりの人権意識の高揚が
求められます。
●一人ひとりの福祉課題に包括的に対応する支援体制の
整備と、その土台となる地域の福祉力をさらに高めるこ
とが求められます。
●認知症高齢者や一人暮らし高齢者が増加し、成年後見制
度の利用の必要性も高まっていくことが見込まれるた
め、制度の利用促進に取り組む必要があります。
●「みんなで支え合う基盤づくり（地域包括ケアシステム）」
を深化させるとともに、地域での支え合いを強化してい
くことが求められます。
●誰もが必要な福祉サービスを選択・利用できる体制を確
保していく必要があります。

分野に関連する
ＳＤＧｓの目標

地域共生社会 3. 施 策

4. 施策の指標

2. 関連計画等

誰もがその人らしく、いくつになっても
住み慣れた地域でともに支え合い、暮らしている

人権講演会等の参加者数（人/年）
地域福祉活動ボランティア団体数（団体/累積）
地域ふれあいサロン開催箇所数（箇所/年）
要介護認定者の割合（％）
就労移行支援事業所等を通した累計一般就労者数（人/累積）
障害者福祉（日中活動系）サービスの利用者数（人/年）

955
12
47
18.1
3
83

    

1,250
16
58
18.3
6
89

    

1,500
20
60
19.6
11
94

    

指  標 現状値（R1） 中間目標値（Ｒ7） 期末目標値（Ｒ12）

概 況 課 題

めざす姿

2
●人権リーダーの育成や人権まちづくりネットワークを形成し、普及啓発の体制強化を図ります。
●学校教育や講演会、研修会の開催など年齢に応じた啓発活動を通じて人権意識の高揚を図ります。
●人権教育・啓発の拠点である三松センターの改修を行います。

⑤ 人権教育・啓発の推進

●社会福祉複合施設を整備し、多世代交流の場づくりや多様な主体の連携、協働を促進します。
●社会福祉協議会をはじめ関係機関の連携のもとで、包括的な支援体制を強化します。
●成年後見制度利用促進基本計画を策定し、成年後見制度の普及・利用支援を図ります。

⑥ 地域福祉の充実

●「みんなで支え合う基盤づくり（地域包括ケアシステム）」として、自立支援、介護予防と重度化防止、認知症対
策、権利擁護、また、在宅医療・介護の連携等を進めます。
●地域差のないサービス提供と安定した介護保険制度の運用を図るとともに、介護家族への支援に取り組みます。

⑧ 介護等を必要とする人への支援の強化

●障がいのある人とその家族等が安心して生活できるよう、自立支援協議会を通じてサービス事業所等の関係機
関との協働を強化し、就労に伴う支援をはじめ多様なニーズに対応できる体制を整備します。

⑨ 障がいのある人への支援の充実

●生きがいや健康増進につながる、シルバー人材センター等での就業やボランティア活動等の地域活動への参
加など、社会参加に向けた取り組みを促進します。
●社会福祉協議会や老人クラブ連合会等の関係機関と連携し、一人暮らしの人への生活・食支援のサポートや地
域での見守りの強化等に取り組みます。

⑦ 高齢期を自分らしく暮らす取り組みの促進

1. 概況と課題

※1）ヘイトスピーチ：特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動のこと。
※2）性的マイノリティ：性的指向あるいは性自認に関する少数派のこと。

住民生活課（教育委員会事務局）主管課（所管課）

保健福祉課（住民生活課）主管課（所管課）

保健福祉課（住民生活課）主管課（所管課）

主軸となる事業 ●隣保館運営事業　●地域福祉活動助成事業　●社会福祉施設整備事業

主軸となる事業 ●敬老会事業　●老人クラブ連合会活動事業

保健福祉課主管課（所管課）

主軸となる事業 ●介護用品支給事業　●介護サービス確保対策事業

主軸となる事業 ●障害者雇用支援事業

保健福祉課主管課（所管課）
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主軸となる事業 ●人権啓発推進事業　●地域人権啓発活動活性化事業 ●人権教育指導研修事業
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